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編集方針：
　当社では、ニッチ市場におけるグローバルNo.1を目指す独自のビジネス
モデルや経営理念、事業活動、社会・環境への取り組みを開示することによっ
て、社内外のステークホルダーの理解促進と信頼関係構築を図ることを、本
コーポレートレポートの発行目的としています。
特に、顧客企業、仕入先、社員、金融機関、地域社会など多様な関係者の

皆さまに向けて、当社の強みや改善活動、ESGへの取り組みを中心に構成
し、持続可能なものづくりと信頼される企業経営の実現に向けた姿勢を示し
ています。情報の選定にあたっては、持続可能な経営の観点から重要性の

高い内容を抽出し、正確性と分かりやすさに配慮した平易な表現を心がけ
ています。また、当社が毎年、全従業員を一堂に集めて実施している経営方
針イベント「The Day」を軸とした企業価値向上への取り組みの数々も、本
レポートを通じて感じ取っていただければ幸いです。

対象期間：
　会計年度である2024年度（2024年1月～2024年12月）を基本とし、該
当外のものについては期間を文中に明記しています。

コーポレートサイト：

当社について、詳しくは当社コーポレートサイトをご参照ください。
 https://www.rolanddg.com/ja

IR情報（アーカイブ）：

https://www.rolanddg.com/ja/investors

サステナビリティ：

 https://www.rolanddg.com/ja/about-us/sustainability

3 2 1

コーポレートレポート202501 Contents

BRAND MESSAGE



B R A N D  M E S S A G E

私たちは、Imagine.（想像）こそが、すべての分野における創造の原点であると考え、お客様が

描いている Imagine.の世界を大切にし、お客様とともに「想像を超える創造」を実現することを

約束します。

私たちは、グループ内においても、各個人の多様な Imagine.を尊重し、また、独創性や先進性

を育んできた「DGらしい」環境や風土を大切にし、世界中のパートナーとともにオリジナリティあ

ふれる価値を創造することを約束します。

私たちは、急速に進展するデジタルの世界と人々の実生活を結びつけ、また、人々の Imagine.
の可能性をさらに広げるツールやサービスをカタチにすることで、より豊かな社会を実現すること

を約束します。

これらの約束を確実に成し遂げることで、私たちは、お客様と社会に信頼され、そして私たち自身

もお互いに信頼しあう企業グループであり続けます。

B R A N D  M E S S A G E
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企業理念

世界の創
ワクワク
造をデザインする

わたしたちは、革新的なデジタルソリューションを通して、世界中の人々に創造の素晴らしさや

楽しさ、そこから生まれる驚きや感動を提供します。

PURPOSE

イメージをカタチに
VISION

デジタル技術の活用で、
より豊かな社会を実現する

MISSION

創造の喜びを世界にひろめよう
BIGGESTよりBESTになろう
共感を呼ぶ企業にしよう

SLOGAN
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ペンプロッタ

ペンプロッタ カッティングマシン 業務用大型プリンター

工作機械 サプライ その他

1988 1997 2007 2022

1985 19951990 2000 2010 20202005 2015

コア技術をベースに、社会の変化やニーズに合わせて革新的機能を搭載した
新たな製品を開発することで、事業ポートフォリオを変革してきました。

　当社は、創業以来、XYZ軸すなわち、よこ・たて・高さを制御する独自のデジタル
技術を通じて、新たなものづくりを提案しています。設計・製図分野に向けたXY軸
制御のペンプロッタから始まった当社の製品群は、時代の先端技術を取り入れなが
ら、ペンをカッターに持ち替えてカッティングプロッタへ、またインクジェットヘッドを
搭載することでカラープリンターへと進化し、さらにはZ軸を加えることで3次元切削
加工機へと発展しました。
　現在では、サイン（看板や広告などの表示物）をはじめとしたさまざまな業界に向
けた業務用大型インクジェットプリンターと、デジタルデータを活用するものづくり分
野に向けた切削加工機や彫刻機などの工作機器、歯科医療業界に向けたミリングマ
シンが主力製品となっています。
　当社は、今後もますます高まるお客さまのご要望に応えるため、デジタル制御技
術をベースに新たな技術を積極的に取り入れ、誰もが思い通りのイメージをカタチ
にできる世界を広げていきます。

沿革

当社のコア技術

よこ（X軸）、たて（Y軸）、高さ
（Z軸）の位置を制御する技術

売上高推移
（億円）
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主力製品の変遷

コーポレートレポート2025 沿革04



 製品開発　  事業活動

1981
  ローランド株式会社の関連会社として、アムデック株式会社を設立
（コンピュータミュージック用機器などコンピュータ周辺機器、電
子楽器の組立キット等の製造販売を事業内容とした）

1982
  コンピュータミュージックCMU-800を発売
  プロッタ1号機DXY-100を発売

1983
  ローランド ディー.ジー.株式会社に社名変更
  A3サイズプロッタの原型DXY-800を発売

1985
  ベルギーに合弁会社（現Roland DG EMEA N.V.）を設立
  本店を静岡県浜松市に移転
  A2サイズプロッタDPX-2000を発売

1986
  モデリングマシン（CAMM-3シリーズ）1号機PNC-3000を発売

1987
  CAMM-2シリーズ1号機PNC-2000を発売

 1988
  浜松市大久保町に事業所を新設
  カッティングマシン1号機PNC-1000を発売
  オーストラリアに合弁会社（Roland DG Australia Pty. Ltd.）を
設立

CMU-800

DXY-100

DPX-2000

PNC-4125

MDX-3

PC-60

FJ-50

PNC-3000

PNC-2000

PNC-1000

1990
  アメリカに合弁会社（Roland DGA Corporation）を設立

1992
  浜松市に都田事業所完成、操業を開始

1994
  レーザー加工機の1号機PNC-4125を発売（国内のみ）

1995
  世界初となるサーマル方式のプリント＆カット機PNC-5000を発売

1996
 本社業務を都田事業所に移転
  アメリカ子会社にグループ初の「ローランドユニバーシティ（現
ローランド ディー.ジー.アカデミー）」を開設
  ホビー市場に向けた新シリーズSTX-7、MDX-3を発売開始

1997
  高画質カラーインクジェットプリンターと高精度カッティングマシン
を一台に凝縮したCJ-70を発売
  サーマル方式カラー・サイン・メーカーPC-60を発売

1998
  世界初1440dpi 6色大型インクジェットプリンターFJ-50を発売

1999
 ISO9001認証を取得
 都田本社の新工場が完成

創業期　コア技術確立（1981～1989年） 転換期　コアマーケット確立（1990～1999年）

沿革
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沿革

2000
  ISO14001認証を取得
  1人1台生産「デジタル屋台」による生産を開始
  東京証券取引所市場第二部上場

2001
  アメリカ関連会社（Roland DGA Corporation）がISO9002認
証を取得
  3D事業拡大のためモデリング アール株式会社を設立

2002
  英国に合弁会社（Roland DG (U.K.) Ltd.）を設立
  東京証券取引所市場第一部上場
  SOLJET PROⅡシリーズ（SJ-740/SJ-540/SC-540/FJ-540/
CJ-540）を発売

2003
  ノンコート・メディアに対応した環境にやさしい溶剤系インク
ECO-SOL INKを発売
  オンデマンド向けマルチプリンターSP-300を発売

2004
  最大プリント幅2,600mmの超大型インクジェットプリンター
SJ-1000EXを発売

2005
  スペインに合弁会社（Roland Digital Group Iberia, S.L.）を設立
  新工場デジタルファクトリー「都田事業所」が完成

2006
  イタリアに合弁会社（Roland DG Mid Europe S.r.l.）を設立
  デジタル屋台をリニューアルし、「D-Shop」としてスタート

2007
  ISO9001、ISO14001のマネジメントシステムを統合するIMS
（統合マネジメントシステム）の運用を開始
  プロモーション業務の内製化を提案するVersaCAMM VPシリー
ズを発売

2008
  イタリア子会社でグループ初の「ローランド ディー.ジー.クリエイ
ティブセンター」を開設
  「ローランド ディー.ジー.ケア」を開始
  多様な素材への立体的な印刷が可能なUV-LEDインクジェットプ
リント＆カット機 VersaUV LEC-300を発売
  都田事業所（工場）を増築
  デンマークに合弁会社（Roland DG North Europe A/S）を設立

2009
  世界初となるメタリックシルバーインクを搭載したSOLJET PRO
Ⅲ XC-540MTを発売

2010
  歯科医療業界向けミリングマシンを発売

2011
  個人ユーザー、ホビー市場に向けたデジタルクラフトツール
iModela iM-01を発売
  立体物への直接印刷が可能なUV-LEDプリンターVersaUV 
LEF-12を発売
  タイに製造子会社（Roland Digital Group (Thailand) Ltd.）を
設立

SC-540

VP-540

LEC-300

XC-540MT

ECO-SOL INK

新たな創業　（2010～2019年）（2010～2019年）

LEF-12

成長期　ビジネスモデル確立（2000～2009年）
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沿革

2012
  医療器具へのマーキングで追跡管理を可能にするMETAZA 
MPX-90Mを発売
  スペインにシェアードサービス子会社（Roland DG EMEA, S.L.）を設立
  中国に子会社（Roland DG (China) Corporation）を設立
  韓国に子会社（Roland DG Korea Inc.）を設立

2013
  ブラジルに子会社（Roland DG Brasil Ltd.）を設立
  当社史上最速の印刷スピードを誇るSOLJET PRO 4 XF-640を発売
  全世界のサービスエンジニアを対象とした初の技能コンテストSE 
Awardsを開催

2014
  オランダに持株会社（Roland DG Europe Holdings B.V.）を設立
  ロシアに子会社（Roland DG RUS LLC）*を設立
* ビジネス停止（2022年3月15日公表済）

  当社初の3Dプリンターと新開発の3次元切削加工機を組み合わ
せたmonoFabシリーズを発売
  テキスタイル印刷に特化した昇華転写方式のインクジェットプリン
ターTexart RT-640を発売
  浜松医科大学と共同推進する医療器具の保全・管理に関わる作
業支援システム構築プロジェクトが、 経済産業省のモデル構築・
実証事業に選定

2015
  当社初となるウェット方式の歯科用ミリングマシンと新開発の歯
科用ミリングマシンを発売

2017
  新設子会社のDGSHAPE（ディージーシェイプ）株式会社に3D事
業を移管

  DGSHAPE株式会社がデンタル、メディカル、3Dものづくりの3
分野で事業を開始

2018
  歯科技工所の経営管理をサポートする専用ソフトウェア
DWINDEXを付属するオートディスクチェンジャー付歯科用ミリン
グマシンを発売
  世界初の半導体レーザー箔転写機LD-80を発売
  小売店舗内でオリジナルグッズの製作をサポートするデザイン＆
プリントマネジメントソフトウェアcotodesignを発売

2021
  クラウドベースのコネクテッドサービスRoland DG Connectの
提供を開始
  新しい時代のワークスタイルに対応したデスクトップサイズのイン
クジェットプリンターVersaSTUDIO BN-20Aを発売

2022
  中国 景徳鎮にバインダージェット方式3Dプリンター事業の合弁
会社（CERAWEI TECHNOLOGY CO.,LTD）を設立

2023
  TrueVISシリーズのレジンインク対応モデルAP-640を発売
  タイ工場の新棟が稼働開始、生産機能をタイ工場へ移管
  リトアニアに子会社（UAB DG DIMENSE）を設立
  新本社を建設し、本社機能を都田事業所内へ移転統合､稼働開始

2024
 株式の上場廃止
  DGSHAPE株式会社がインドに販売子会社（DGSHAPE 
DENTAL INDIA PRIVATE LIMITED）を設立  

  XYZ株式会社を存続会社、ローランド ディー.ジー.株式会社を
消滅会社とする会社合併を行い、存続会社の商号を
ローランド ディー.ジー.株式会社に変更

ARM-10

SRM-20

MPX-90M

XF-640

ポートフォリオ転換期　（2020～2024年）（2020～2024年）

DWINDEX

AP-640

BN-20ABN-20A
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事業別

4つの事業領域で、世界の創
ワクワク

造をデザインしています。

地域別

世界200以上の国と地域で製品とサービスを提供しています。

Visual Communication
（ビジュアルコミュニケーション）

　従来の低溶剤プリンターのVC-SolventとUV
およびレジンプリンターなどの非溶剤系プリン
ターのVC-Otherで構成。インクの多様化とソ
リューション拡充により新市場の開拓と顧客基盤
の強化を図り、収益確保を目指します。

Digital Fabrication
（デジタルファブリケーション）

　一人一人の顧客ニーズに合わせたパーソナラ
イズ需要や、ニッチなニーズに応えるためのカス
タマイズ需要などに対応する製品群により新たな
市場・用途の創出を目指します。

Dental（デンタル）

　デンタル（歯科医療）市場向け加工機を提供。
先進国を中心に市場を拡大してきましたが、歯科
補綴物（ほてつぶつ）製作フローのデジタル化の
進展が見込まれる新興国地域への展開を開始し
ています。歯科技工所だけでなく、歯科医院への
提案を進めていくことで、ビジネスの柱として育成
していく分野です。

Service, Software & Others
（サービス・ソフトウェア＆その他）

　サービスパーツの供給および保守サービスの
提供に加え、ソフトウェアによるコネクテッド関連
サービスの提供によりSaaSビジネスの確立を目
指します。

　ローランド ディー.ジー.は、各国の連結子会社を中心に世界200以上の国と地域のお客さまに製
品やサービスを提供しています。各地域でのマーケティングや販売促進活動は現地の文化や市場に
精通した現地スタッフが運営することで、きめ細かい顧客対応を実現しています。また、先進国市場
で培ってきたノウハウを生かした販売やマーケティング手法を新興国市場で展開することで、グロー
バルでの成長を図っています。

A t  a  G l a n c e

2024年度
売上高構成比

国内　9.1%

　海外　90.9%
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非財務ハイライト
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弛まぬ挑戦を続け、世界の創
ワクワク
造をデザインしていく

　世界の創
ワクワク
造をデザインする―これが、私たちローランド ディー.ジー.のパーパ

スです。では、当社の主力製品は何か。今を切り取れば、プリンターであるとい

えるでしょう。しかし、1981年に創業された当初の主力製品は、電子楽器の組

立キットや、モニターなどでした。その後、当社の成長をけん引したのがプロッ

タであり、次がカッティングマシン、近年ではプリンターがその役割を担ってきま

した。このように、当社はデジタル化の需要に呼応する形で市場を新たに切り開

きながら、時代とともにさまざまな分野で売上の「山」を築いてきたのです。XYZ

軸（よこ・たて・高さ）を制御する独自のデジタル技術を駆使しながら、弛まぬ挑

戦を続け、新しい製品、新しい事業、そして、新しい市場を創出し、世界の創
ワクワク
造を

デザインしてきました。それこそが、当社の価値創造の源泉であり、未来に向けて

受け継いでいくべき最大の強みであると考えています。

デンタル事業で得た経験を糧に、次なる売上の「山」を築く
　しかし、長らくの間、当社はプリンターに依存する収益構造から抜け出せずに

います。もちろん、決して手をこまねいていたわけではありません。その一つが

歯科医療市場（デンタル事業）への参入です。私自身も事業の立ち上げに参画し、

トップメッセージ

代表取締役 社長執行役員CEO

想像を超える創造を
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トップメッセージ

歯の詰め物や被せ物などの補綴物（ほてつぶつ）を製作する歯科用ミリングマ

シンの販売を2010年に開始しました。歯科技工所やデンタルクリニックのニー

ズを捉え、先進国を中心に急速に市場シェアを拡大していきました。2017年に

は、デンタル事業のさらなる発展を図るべく、私が代表取締役社長を務める形で

DGSHAPE株式会社を立ち上げ、今ではグローバルでトップシェアを獲得する

までに成長しています。

　プリンターを主力製品とする会社が、まったくの畑違いである歯科医療分野に

参入したわけですから、周囲から見れば無謀な挑戦と捉えられたかもしれません。

しかし、歯科用ミリングマシンは、患者さんの歯の形状に合わせて、ジルコニア

などの素材を削り出すことで歯の詰め物や被せ物を製作する機械であり、当社

が得意とする3次元切削加工機で用いられている技術を応用したものとなってい

ます。全ては発想の転換次第です。プリンターを起点に発想するのではなく、

XYZ軸を制御する技術を起点に発想することで、見えてくる景色は変わります。

デンタル事業の成功は、当社の技術を駆使することによって、どのような市場に

でも展開していけるという証明になったと考えています。デンタル事業で得た経

験を糧に、次なる売上の「山」を築くことが、私の使命の一つであると認識してい

ます。

選択肢を増やし、開拓精神を呼び覚ます
　私が代表取締役社長に就任したのは、2020年3月のことでした。当時、当社

の業績は2015年度以降、業績悪化が続くなど、厳しい状況にありました。さら

に、世界的にコロナ禍が広がり始めた頃であり、前途多難の船出となりました。

しかし、目指す先は明確でした。それは、一人一人の開拓精神を呼び覚まし、新

しい発想で、新しい事業を創出することにより、次なる売上の「山」を築くことです。

私が入社した当時の冨岡社長が口癖のように言っていた言葉が「やったらええ

やん」です。その精神は脈々と受け継がれており、私自身も含め、当社役職員全

員に宿っています。ただし、プリンターという大きな事業の柱ができ、企業規模

が拡大する中で、いつの間にか本来の輝きが失われてしまったのではないかと

考えています。

　そこで、まず私が着手したことが、社員の「選択肢を増やすこと」でした。もち

ろん、コロナ禍への対応という側面もありましたが、働き方の仕組みを大きく変

えました。在宅勤務やフレックス勤務など、働き方の選択肢を一気に増やしたの

です。また、教育プログラムも、会社主体ではなく、社員主体で選択できるように

しました。例えば、オンライン学習サービスを準備し、誰もが自由に受講できる

環境を整えています。「会社が何でも与えてくれる」という受け身の姿勢からは、

新しい発想は生まれません。どう働くのか、どう成長したいのか、そのために何

を学ぶのか。社員が多くの選択肢の中から自ら選び取れるようにすることが、開

拓精神を呼び覚ます一手になると考えています。

思いを伝え、行動につなげる
　また、社長に就任した直後に、「社長の部屋」という社内ブログを立ち上げまし

た。コロナ禍において、先行きの不透明感が増す中で、社員も不安を感じていた

と思います。そのため、対面でのコミュニケーションが難しい状況であったこと

から、「社長の部屋」を通じて、私が思っていること、考えていること、望んでいる

ことを社員に向けて発信するようにしました。

　さらに、「The Day」と銘打った社内イベントを2020年から開始しました。

「The Day」とは、サーフィン用語で年に一度の大波が来る日を指します。そこか

ら着想を得て、全社全員が自身や会社について振り返り、新たな可能性を模索す
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る特別な日と位置付け、私からは当年度の振り返りと次年度の経営方針を説明し

ています。以前は、経営方針説明会という名称で、部長職以上が参加し、社長か

ら同様の説明が行われていました。そして、それぞれの部下へと順次伝達されて

いく流れとなっていたわけです。しかし、それでは私自身の思いが社員には伝わ

りません。思いが伝わらなければ、理解はできたとしても、行動にはつながらな

いでしょう。「The Day」では、社員と同じ時間、同じ場所を共有しながら、私の

思いを直接伝えられるよう、大きな会場を貸し切って実施し、世界各地の拠点に

も中継しています。

　毎年、私が「The Day」の招集を発信する際には、「会社の未来のことを、自分

自身で考える特別な一日にしましょう」と呼びかけています。日々の仕事に追わ

れていると、どうしても視野が狭くなり、短

期的な思考に陥りがちです。「The Day」

を契機に、未来へと思いを馳せてほしい。

それが新しい発想を生み出すことにつな

がると信じています。

多様な働き方を実現する本社新社屋を建設
　これらの取り組みを通じて、社員の意識や行動に変化が表れてきました。また、

新型コロナウイルス感染症の予防を促す注意喚起表示の出力需要が高まり、サ

イン市場向けの製品の売上が伸びるなど、市場環境の追い風も受けて、2021年

度の業績は大幅に改善しました。それを機に、次に打ち出したのが本社新社屋

の建設です。もともと本社社屋の老朽化が進んでいたため、建て替え自体の検

討は続けていました。それに加えて、全社の一体感をより高めるために、3拠点

に分かれていた本社機能、開発機能、製造機能を1カ所に集約することにしたの

です。今でこそ「出社回帰」が叫ばれていますが、当時はコロナ禍が続いており、

世の中の流れとしても在宅勤務へのシフトが進んでいました。そのため、本社新

社屋の建設に対し、否定的な意見もあったかもしれません。しかし、「出社して働

くこと」も選択肢の一つです。だからこそ、魅力的な職場、働きやすい職場をつく

るべく、社員を巻き込みながら、より働きやすいレイアウトやインテリアを目指し

ました。

　2023年8月に竣工した本社新社屋は、コロナ禍での働き方やオフィスのあり方

の大きな変化を踏まえ、執務環境の自由度が高く、出社とテレワークを効率的に

使い分けられるような設計となっています。また、アイデアの創出やコミュニケー

ションを促進するために、交流・共有・創造・集中に適したそれぞれのエリアを設

けました。働くエリアを分けたことで、目的に応じた環境下で効率的に業務がで

きるようになったと考えています。さらに、リモート会議に適した個室ブースなど

も備えられており、利用目的に合わせた多様な働き方が可能です。
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加速するために解き放つ
2021年度以降、当社の売上高は右肩上がりで推移し、大きく伸長しました。ま

た、2023年には、リトアニアのヴィリニュスに本社を構える壁紙用商材の製造販

売会社UAB VEIKAの子会社であるUAB Dimense print社に対し、マジョリ

ティ投資を行うなど、新たな事業の創出に向けた動きも活発化しています。しか

し、円安の影響を除けば、売上高は伸長しているものの、力強さには欠けていま

す。また、新たな事業の創出に向けても、資本市場が求める利益水準を確保す

るために、大胆な資源配分までには踏み込めず、後手後手に回ってしまっている

感が否めませんでした。

　このままでは、次なる売上の「山」を築く前に、競合ひしめくプリンター市場で

存在感を失ってしまうのではないか。そのような危機感から、当社の大株主であ

る米投資ファンドのTaiyo Pacific Partnersの協力を得て、MBO（経営陣によ

る買収）を実施し、2024年9月に株式を非公開化（上場廃止）しました。経営の

自由と柔軟性の獲得が目的です。「もっと新事業」「もっと筋肉質」を合言葉に、変

革を加速していきます。

　2024年9月に開催した「The Day」では、MBO成立を受けてスタートダッ

シュの機会とすべく、本社の全社員に加え、海外子会社などから約50人が参加し

ました。私からは「Unleash to accelerate（加速するために解き放つ）」と題

した経営方針説明を行い、「これまでできなかったことをできるようにしよう」と

全社員に呼びかけました。また、Taiyo Pacific PartnersのCEOであり、当社

の社外取締役であるブライアン・K・ヘイウッド氏も登壇し、思い込みや忖度を

なくしていくことの重要性を説くとともに、「ローランド ディー.ジー.はGoodな

会社だが、Greatな会社にしたい」と意気込みを語りました。

世界の創
ワクワク
造をデザインし続ける企業を目指して

　私がデンタル事業に携わっていた頃、いち早く歯科用ミリングマシンを導入し

ていただいたお客さまの元を訪ねたことがありました。補綴物（ほてつぶつ）を

製作する作業をデジタル化したことによって効率化できたことを大変喜ばれてお

り、感謝されたことを鮮明に覚えています。その後も、訪れるたびにお客さまの

生活が豊かになっていく姿を目の当たりにし、私たちの製品に人生を変えられる

ような力があることを肌で感じることができました。「世界の創
ワクワク
造をデザインす

る」という当社のパーパスを実践した一例であるといえるでしょう。

　振り返ってみれば、そのような経験を積み重ね、私自身がワクワクしていたこ

とが、次の挑戦に向けた原動力になっていたのだと思います。冒頭で申し上げ

た通り、当社は新しい製品、新しい事業、そして、新しい市場を創出してきました。

それを未来に向けて続けていくことが、当社の持続的成長の実現につながると

確信しています。そのためにも、社員一人一人が常にワクワクし、失敗を恐れず

に挑戦し続けられるような環境を整備することに力を入れていきます。

　これからも当社は弛まぬ挑戦を続け、世界の創
ワクワク
造をデザインしていきます。ス

テークホルダーの皆さまにおかれましては、新たな時代を切り開いていくロー

ランド ディー.ジー.にぜひご期待いただき、引き続きご支援を賜りますよう、お

願い申し上げます。

2025年7月

代表取締役 社長執行役員 CEO

田部 耕平
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 Visual Communication （VC）
　当社が主力とするサイン市場では、印刷対象物やインクの多様化により、屋内外の装飾、

店舗内装など集客に関わるあらゆるシーンの演出にインクジェットプリンターの活用が広がっ

ています。当社ではこのように消費者の視覚に訴えることを「ビジュアルコミュニケーション」

と定義しています。 

　さらに、消費者ニーズと活用の場の違いから、高画質印刷と高生産性を追求した先進国市

場向けブランド「TrueVIS（トゥルービズ）」と生産性とコストパフォーマンスを重視した新興

国向け地域限定*ブランド「DGXPRESS（ディージーエクスプレス）」を展開し、新市場開拓

に取り組むとともに、顧客基盤の強化と維持・拡大を目指しています。 

* アジア（日本を除く）、中東アジア、アフリカ、東欧、CIS（ロシアとベラルーシを除く）、中南米 

インクタイプとブランド
インク
タイプ 先進国展開 新興国展開 顧客 用途・成果物

低溶剤 XP-640、VG3/SG3
シリーズ

低価格プリント
専用モデル
ERシリーズ

サイン業者
出力センター

屋内外サイン
バナー

カーラッピング

UV LG/MG
シリーズ UGシリーズ

サイン業者
出力センター

印刷・デザイン会社

屋内外サイン
ウインドウフィルム
デザイン試作
シール・ラベル

レジン
AP-640 -

サイン業者
印刷会社

壁紙
ポスター

屋内外サイン

DGXPRESS ER-641 

発売時期：2024年1月24日より各地域で順次発売を開始

　低溶剤インクを採用したプリント専用モデルで

す。微細なインク滴を高密度に吐出できる大型プ

リントヘッドと、新開発の高速データ制御技術によ

り、高い生産性を実現しました。また、当社最新の

プラットフォームを採用するとともに、必要な機能

の絞り込みを行うことで、生産性とコストパフォー

マンスのバランスに優れた製品に仕上げました。

「DGXPRESS」ブランドの既存モデルと比べて価

格を抑えたER-641をラインアップに加えたことで、

さらなる市場拡大を目指しています。 

Visual Communication（VC） 2024年度新製品

事業概況

コーポレートレポート2025 事業概況14







高画質印刷と高生産性を両立しながらも機能を絞り

込んだシンプル設計を採用することで、初めての方に

も導入しやすい価格を実現したBF-16を上市しまし

た。韓国市場にて、新たな取り組みとして起業を検討

されているお客さまの課題やニーズ、必要とされる製

品仕様やサポートなどに対応した施策に集中的に取

り組んでいきます。これらの活動から得られたノウハ

ウを生かし、新たなビジネスにチャレンジできる環境

をグローバルで構築していきます。 

TY-300 

発売時期：2024年9月25日国内にて販売開始 

　TY-300は、アパレルグッズ市場で大きな注目を集めているDTF転写プリンターの

新製品です。DTF転写プリントでは、デザインを専用フィルムに印刷し、その後、パウ

ダー（粉糊）を塗布します。このパウダーは高温で溶けるため、フィルムを布素材に熱

圧着することでイラストが転写できます。これにより、オリジナルTシャツやスポーツウ

エアなどの製作が可能になります。TY-300は新開

発のプリントヘッドを採用し、アパレルビジネスで求

められる色彩豊かで、細線や小文字、細かなデザイン

の精緻な表現を可能にします。高生産性、コストパ

フォーマンスの高さを併せ持ち、お客さまの高い付加

価値創出と競争力強化に貢献します。 

 Dental
　Dentalは、デンタル（歯科医療）市場向けに歯科補綴物（ほてつぶつ）製作フローのデジタ

ル化を促進する歯科用ミリングマシンを提案しています。2010年の市場参入以降、欧米や日

本など先進国を中心に市場を拡大してきましたが、近年では新興国地域におけるデジタル化

の需要が加速しています。先進国においては高生産モデル、新興国においては価格競争力を

高めた専用モデルを展開し、グローバルブランドとしてさらなる信頼の獲得を目指しています。

Dental

DWX-53D  

発売日：2024年10月1日 

　コンパクト設計ながら、高い剛性による加工品質の向上を実現

したデンタル加工機のスタンダードモデルです。

2024年度新製品

 Service, Software & Others（SSO）
　サービスパーツの供給および保守サービスのほか、コネクテッド関連サービスを提供して

います。クラウドベースのソフトウェアにより、導入後の活用方法や製品の安定稼働、適切な

メンテナンスなど、お客さまのビジネス環境に最適な支援を行います。当社では、コネクテッ

ドサービスを通じたSaaSビジネスの確立を目指しています。

Service, Software & Others（SSO）

事業概況
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人的資本・多様性に関する考え方

ガバナンス

　人的資本・多様性に関する課題については、人事委員会

で検討・審議するとともに、同委員会傘下の人的資本ワー

キンググループで活動や取り組みを推進しています。

　そのほかのガバナンスの体制についてはP31に記載の

サステナビリティの推進体制と同様です。

戦略

　戦略的人事の方針としては、「成長戦略をけん引する人

材の確保（採用・育成・最適配置）」と「多様な個人の自己

実現の支援」を両輪としています。

　「成長戦略をけん引する人材の確保」に向けては、戦略の

遂行に重要な役割を担う専門人材やキャリア人材の採用強

化はもちろん、次世代リーダーの選抜育成やマネジメント

層の計画的育成を図っています。今後は、最適配置のため

のタレントマネジメントやジョブローテーションも強化して

いきます。「多様な個人の自己実現の支援」に向けては、こ

れまで以上に女性活躍の推進と障がい者、シニア人材の活

躍のための取り組みを強化すると同時に、多様な人材を生

かし、組織をけん引できるリーダーの育成を強化していき

ます。さらに「リスキリング」を促す教育の支援、時間や場

所にとらわれない多様な働き方を実現するための環境を充

実させることで、従業員の有するポテンシャルを最大限高

めることのできる環境を整備していきます。なお、これらの

戦略的人事を実現するために欠かせない従来の人事管理

業務の効率化、人材情報の見える化などのためのシステム

投資も積極的に行っていきます。

リスク管理

　人的資本・多様性に関わるリスクについては人事部門のリ

スクマネジメント活動の下で管理するとともに、リスクマネジ

メント事務局が部門横断で包括的に管理、モニタリングする

体制を構築しています。その他のリスク管理体制については

P31に記載のサステナビリティのリスク管理と同様です。

指標と目標

　人的資本・多様性に関する課題については、以下の指標

および目標を掲げ活動を推進しています。

指標 目標 2024年度実績

管理職に占める女
性労働者の割合 － 8.4%

男性労働者の育児
休業取得率 80% 58.4%

平均有休取得率 100% 83.0%

注：国内子会社への出向者を含み算出しています。

人材育成

　当社は、経営理念・ビジョンから導出された経営戦略・

事業戦略を有効性ある実践へと展開し、企業価値の創造に

寄与する人材の育成に努めるとともに、従業員一人一人が

自身のキャリアビジョンに基づき、その能力を十二分に発

揮できる機会を大切にしています。

人材育成制度

　従業員のリーダーシップや専門性の向上、自己啓発を支

援するために、階層別研修、目的別研修、選抜研修などの

教育体系を整備しています。階層別研修では、等級別に必

要な意識、知識、スキルの習得とともに、経営理念、行動基
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人材

準に沿った自律性、主体性の醸成を図っています。当社で

は、マネジメント職だけでなく特定領域における高度な専

門性を持つスペシャリスト（専門職）の育成を図るべく、複

線型人事制度を導入しています。目標管理制度に基づく業

績評価と行動評価は能力開発システムと連動し、上長の

フィードバックを経て、自身のキャリアビジョンに照らして不

足する要素を、目的別教育、自己啓発プログラムで補えるよ

うにしています。また、次世代のリーダーを育成するための

選抜研修にも積極的に取り組んでいます。

リスキリング

　DX（デジタルトランスフォーメーション）を通じて、事業

ポートフォリオの転換を成し遂げ、新しい時代を切り開くイ

ノベーションを創造するためには、未来を見据え、変化に

先んじて柔軟に対応できる能力や知識を備えた人材の育成

が不可欠です。当社は、2022年度よりアルバイト・派遣社

員を含む希望者全員が最新のテクノロジーを幅広く学習で

きるオンライン型の学習プラットフォームを導入するなど、

人材に積極的に投資し、従業員一人一人の成長促進と組

織能力強化を目指しています。

ダイバーシティ＆インクルージョン

　従業員が生き生きと働き、その能力を最大限発揮できる

環境を整備することが、イノベーションの誘発や新たな付

加価値の創造につながるとの考えから、さまざまなダイバー

シティ＆インクルージョン活動を推進しています。

女性の活躍推進

　当社は、女性従業員の活躍を推進すべく、育児支援勤務

制度の拡充や産休育休前後の支援体制強化など、女性従

業員が安心して就業を継続できる環境を整備しています。

また、女性活躍推進法の施行を受け、女性従業員がキャリ

ア形成に前向きにチャレンジできるよう、女性管理職比率

の向上を目標に掲げ、社内の意識改革を進めるとともに、

キャリア形成支援、女性管理職候補の育成強化、また、それ

らを下支えする働き方改革に取り組んでいます。

障がい者の活躍推進

　当社は、健常者・障がい者全ての従業員がともに働き、

お互いの個性や実力を発揮できる企業を目指しています。

社内では、障がい者個々の能力を生かした業務を開発し、

働きがいのある職場づくりを行っています。また、障がい者

の円滑な就労を支援するために、企業在籍型職場適応援

助者（ジョブコーチ）の資格や障害者職業生活相談員の資

格取得を推進するとともに、メンバーの業務スキルなどの

習得に向けた勉強会も開催しています。

2022年度 2023年度 2024年度

障がい者数 12人 12人 10人

障がい者
雇用率 2.28% 2.85% 2.59%

注：人数は、12月末時点

外国人の活躍推進

　連結売上高の9割以上を海外売上が占める当社では、海

外14カ国に子会社を展開し、浜松本社においても、言語、

文化、宗教の違いを受け入れる寛容性が企業文化として根

付いており、多国籍人材のインクルージョンも円滑に進ん
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でいます。今後はこうした多様性をさらなる企業価値の創

造につなげるべく活動を推進していきます。

2022年度 2023年度 2024年度

外国人数 10人 12人 12人

注： 人数は、12月末時点の、ローランド ディー.ジー.株式会社、DGSHAPE株式会社の

日本国内の事業所で就労する正社員および派遣社員の合計

高齢社員の活躍推進

　当社は、2024年より定年を60歳から65歳に延長してい

ます。長年にわたって培われた豊富な経験や知識を持つ社

員が、モチベーション高く安心して働ける環境を整備するこ

とで、その能力や強みを最大限に発揮いただくとともに、後

進の育成、暗黙知の形式知化および企業文化の伝承に貢

献してもらえるようにすることで、企業価値の維持・向上に

つなげていきます。

働き方改革

　当社は、多様な人材が仕事と生活を両立しながら生き生

きと働ける環境づくりを目指し、働き方改革を推進していま

す。有給休暇取得の促進だけでなく、フレックスタイム制度、

在宅勤務制度、時間単位有休付与などにより、時間と場所を

効率的に活用できる柔軟な働き方を実現し、多様な従業員

が継続的に活躍できる環境を整備しています。また、これと

同時に、業務の効率化などによる労働時間の削減、従業員

一人一人の専門性向上と多様な能力を生かすマネジメント

の実践などにより、生産性の向上に取り組んでいます。

2022年度 2023年度 2024年度

一般職の
平均残業時間 15.4時間 16.7時間 13.3時間

平均有給
休暇取得率 79.5% 83.8% 83.0%

育児・介護の両立支援

　当社では、従業員が安心して子どもを育てることができる

よう、最長で2歳になるまで利用できる育児休業制度や、小

学校3年生の年度末まで勤務時間を1日6時間程度とするこ

とができる育児短時間勤務制度を整備しています。一方、

介護をしながら働く社員をサポートするため、最長1年間利

用できる介護休業制度や勤務時間の短縮を認める介護短

時間勤務制度を整備しています。

労働安全管理

　当社では、従業員の安全と健康を守ることは最優先の課

題であることを認識し、安全衛生委員会主導の下、職場に

おける危険・有害状況の調査およびその対策事項の審議、

労働災害などの発生原因および再発防止策の立案、安全

衛生に関する計画立案などの活動を行い、その計画の実

施、評価、改善のPDCA活動を継続的に行うことで、誰もが

安全に働ける職場づくりに全社一丸となって努めています。

2022年度 2023年度 2024年度

労働災害件数 2件 6件 4件

健康保持・増進

　当社では、保健師が常駐し、従業員の健康保持・増進や

メンタルヘルスケアに取り組んでいます。年に一度の健康

診断はもちろんのこと、35歳以上の従業員に対しては、人

間ドックの受診を奨励しています。また、月間の時間外労働

が80時間超の従業員に対しては産業医による面談を実施

するとともに、生活習慣病のリスクが高い者に対しては保

健師が個別に保健支援や教育を実施、またメンタルヘルス
子育てを考える会 介護説明会
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の面では、健康診断時にストレスチェックや保健師の個別

面談、支援を行うなど、定期的に従業員の健康面への配慮

を行っています。

従業員満足度の追求

　従業員が生き生きと働くことが、ステークホルダーの皆

さまの満足度の向上、ひいては企業価値、ブランド価値の

向上につながります。コーポレートスローガンの一つに「創

造の喜びを世界にひろめよう」を掲げる当社においては、

既成概念にとらわれない自由なイマジネーションを尊重す

るとともに、従業員一人一人の意欲を引き出し、多様な能

力が十二分に発揮される環境を整備することが肝要であ

ると考えています。当社は年に一度、従業員満足度調査を

実施し、クリエイティブかつイノベーティブな価値を提供す

るための最適な人事制度・企業文化の在り方を追求し、従

業員のエンゲージメントを高めるための諸施策に反映して

います。

2022年度 2023年度 2024年度

従業員満足度
調査結果 3.4/5.0 3.7/5.0 3.7/5.0

人権

　当社は、従業員一人一人の権利を尊重し、人種、宗教、

国籍、性別、年齢などを理由とした不当な差別のない職場

環境づくりに取り組んでいます。

ハラスメントの防止

　従業員一人一人が個人として尊重され、ハラスメントを

受けることなく安心して就労することができるよう、就業規

則においてハラスメントを明確に禁止し、また、その防止に

努め、万一かかる事態が発生した場合には迅速かつ適正な

措置を取ることとしています。ハラスメントの防止のために、

従業員に対する意識啓発に取り組み、全社員を対象に年に

一度の教育受講を義務付けるとともに、迅速かつ適正な措

置を取るために、社内、社外にハラスメントに関する相談

窓口を設置しています。

児童労働、強制労働の防止

　グローバルレベルで事業を展開する当社は、海外子会社

がある各国・地域の法令や社内規定に基づき、適切な人事

管理に努めています。当社グループにおいて、児童労働や

強制労働に関する問題は発生していません。

労働基本権の尊重

　当社では、労働組合との対話を行うことで、労使間のさま

ざまな課題の解決に努めています。毎月開催される労使協

議には、経営幹部が出席し、意見や情報交換を行っていま

す。労働組合との関係性は友好的であり、健全な労使関係

の維持に努めています。
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Q1. Future-Labは、どのような目的で設立されたのでしょうか。 

　Future-Labは、2017年に設立されました。当時は、世の中で「スマート化」や「IT化」と

いう言葉が多く聞かれるようになった頃で、AI（人工知能）の開発も立ち上がり始めていまし

た。当社においても、これらの先端技術を活用することによって、業務の生産性を1.5倍にま

で引き上げることを目指しており、その実現に向けて、自動化技術の習得・習熟を課題として

掲げていました。このような取り組みをリードすることが、Future-Labを設立した目的の一

つでした。 

　また、当社では、既存事業の成長が停滞する中において、新規事業開発が喫緊の課題と

なっていました。しかし、既存の事業部門が足元の事業運営に注力しながら、同時並行的に

先端技術の研究を行い、新規事業開発に取り組むことは現実問題として困難です。そこで、新

たな組織体としてFuture-Labを設立し、その役割を担わせることにしたのです。 

　さらに、このような「未来技術創出」に携わる人を増やし、「未来人材育成」につなげていく

こともFuture-Labの重要な使命であると認識しています。Future-Labの設立当初は、ほ

とんど全員が他部署と兼任で所属しており、私自身も2021年に参画した時には、生産本部を

兼任していました。しかし、現在では、私を含めて15人（2025年3月末現在）が専任で所属し

ており、私のような中堅層に加え、デジタルネイティブ世代の若手人材も多く所属し、日 「々未

来技術創出」に向けて挑戦しています。 

　なお、設立当初はF-Labという名称でしたが、「未来技術創出」「未来人材育成」という目的

に合致した名称とするため、2022年にFuture-Labに改称されました。 

Q2. 具体的な取り組みについて、教えてください。 

　明確な成果としては、ノーコード・ローコード技術を駆使したアプリなどの開発と社内への

実装が挙げられます。ノーコード・ローコード技術とは、プログラミング言語によるソースコー

ドの記述を行わない、または最小限に抑えてアプリなどを開発できる手法のことです。当社

では、以前からさまざまな部門で業務への活用を進めてはいたのですが、取り組みとしては

Future-Labが創る未来

「未来技術創出」「未来人材育成」を標榜し、その実現を目指すべく設立された

Future-Labについて、2023年から室長を務める渥美にインタビューを実施

しました。
Future-Lab 室長 

渥美 光是 

コーポレートレポート2025 人材22



人材

小さなものが散在しているような状態でした。それをFuture-Labが主体となって探索・研

究し、全社展開の足掛かりにすることにしました。 

　当社では、ITエンジニアではないものの、ノーコード・ローコード技術を扱うことができる

社員を「市民開発者」と呼んでいます。Future-Labに所属する社員も、「市民開発者」として、

受注管理アプリや社内コミュニケーションツールなどの開発を実現しています。現在は国内

のみでの展開にとどまっていますが、それらを全社展開する仕組みが出来上がりつつあり、

生産性向上に大きく寄与しています。 

　また、2025年に発売を開始したパウダー3Dプリンター「PB-600/PB-400」は、

Future-Labが起点となっています。Future-Labでは、他社と協業し、その開発に向けた要

素研究に取り組んできました。同機は、当社がこれまで培ってきたインクジェット技術を活用

し、協業先から仕入れたセラミックの粉を特殊な液滴とともに噴出することによって、3次元

造形物を製作できるプリンターです。これまでは限られた職人にしか製作できなかった難し

い形状や、手作業や加工機では作ることが難しい複雑な構造のオブジェや陶製品を、誰もが

製作、再現することができるようになりました。 

Q3. 今後に向けた取り組みを聞かせてください。 

　これまでは新規事業開発にフォーカスを当てていました。しかし、新規事業開発に投下す

るための経営資源を確保するためにも、まずは既存事業の生産性をより高めていく必要があ

ると考えています。このような認識の下、現在は次々と新規事業開発に取り組むというよりは、

これまでに種をまき、芽吹いてきたプロジェクトについては引き続き事業化を図りながらも、

デジタルテクノロジーの活用によって全社課題を解決することに重点を置いて活動していま

す。先ほど申し上げたノーコード・ローコード技術の全社展開のように、組織横断的に生産

性向上に取り組むことで改善の効果を上げていくことが、まだまだ必要だと思っています。 

　しかし、生産性向上はあくまで手段であり、「未来技術創出」「未来人材創出」こそが、私た

ちFuture-Labの使命です。社名のローランド ディー.ジー.の「ディー.ジー.」は「デジタルグ

ループ」の略であり、ITエンジニアや若手人材だけでなく、全社員が課題解決のために当た

り前のようにデジタルテクノロジーを使いこなすことができる企業を目指します。そして、そ

の先導役をFuture-Labが果たしていけるよう、取り組みを加速させていきます。

Future-Labのメンバー
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アカデミーの開催
世界各国のアカデミールームでは、ソフトウェ
ア上での出力データの作成から実機を使っ
たアウトプットまで、 当社製品をフルに使い 
こなしていただくためのトレーニングを実施
しています。

アカデミーについて、詳しくは下記をご参照ください。
https://www.rolanddg.com/ja/support/
roland-dg-academy

セミナーやユーザーイベントの開催
セミナーでは、業界の最新情報をお
届けするだけでなく、ビジネス上の
さまざまなご相談に応じます。ユー
ザー同士の交流イベントでは、成功
事例やビジネスアイデアを共有して
いただくことができます。

ワークショップの開催
ご購入前に製品に触れることができ
る体験会や、アプリケーションサンプ
ルを製作するワークショップを開催
しています。実機を通じて、当社製
品で実現される価値をご体感いた
だけます。

製品開発

基本方針

　当社は、ユーザー情報の収集と新製品の開発を共通テー

マとして、営業部門、開発機能を有する事業部門および関

係会社が一体化した運営体制を志向してきました。継続的

に情報交換の場を持ち、問題意識の共有を図りながら、新

たな研究テーマに基づき製品開発に取り組む開発プロジェ

クトを常に稼働させています。

顧客支援

　当社は、市場開拓型の製品開発に合わせて、製品ごとに

用途開発を行い、ソフトウェアをはじめ、インク、メディアな

どサプライ品を取りそろえることで、最適な動作環境を実現

するトータルソリューション提案のパイオニア企業です。さ

らに、「教育トレーニング」「ビジネス提案」「サポートシステ

ム」を開拓し、お客さま一人一人のニーズに合わせたビジ

ネスサポートを通じて、お客さまと共に付加価値創出を目

指しています。

最新情報の提供
製品を常にベストな状態でお使いい
ただくため、ソフトウェアやファーム
ウェアのバージョンアップに関する
情報をお届けします。

製品アプリケーションの紹介
クリエイティブセンターには、当社製
品で作られたアプリケーションサン
プルを多数展示。作品を通じて当社
製品の可能性をご体感いただくとと
もに、ご希望の用途でのイマジネー
ションを膨らませていただくこともで
きます。

製品の選定をサポート
お客さまのご要望に応じた最
適な機器の選定をサポート。お
見積もりからファイナンシャル
サポートまで各種ご相談・お問
い合わせにお応えします。

製品のご購入

メンテナンスサービスの提供
製品を末永く安心してお使いいただ
くために、当社独自のサービス・パッ
ケージをご用意。製品を知り尽くし
たサービスエンジニアが定期的に訪
問し、機器の点検やメンテナンスを
行います。

アカデミーオンラインの開催
アカデミーオンラインでは、ライブ配
信またはアーカイブ動画で製品やソ
フトウェアの操作方法を学んでいた
だくことができます。

世界各国のアカデミールームでは、ソフトウェ
ア上での出力データの作成から実機を使っ
たアウトプットまで、 当社製品をフルに使い 
こなしていただくためのトレーニングを実施

アカデミーについて、詳しくは下記をご参照ください。
https://www.rolanddg.com/ja/support/

製品の選定をサポート

サポートまで各種ご相談・お問
い合わせにお応えします。

製品のご購入

セミナーでは、業界の最新情報をお
届けするだけでなく、ビジネス上の
さまざまなご相談に応じます。ユー
ザー同士の交流イベントでは、成功
事例やビジネスアイデアを共有して
いただくことができます。

ワークショップの開催
ご購入前に製品に触れることができ
る体験会や、アプリケーションサンプ
ルを製作するワークショップを開催
しています。実機を通じて、当社製
品で実現される価値をご体感いた
だけます。

製品の選定をサポート
お客さまのご要望に応じた最
適な機器の選定をサポート。お
見積もりからファイナンシャル
サポートまで各種ご相談・お問

メンテナンスサービスの提供
製品を末永く安心してお使いいただ
くために、当社独自のサービス・パッ
ケージをご用意。製品を知り尽くし
たサービスエンジニアが定期的に訪
問し、機器の点検やメンテナンスを
行います。

アカデミーの開催
世界各国のアカデミールームでは、ソフトウェ
ア上での出力データの作成から実機を使っ
たアウトプットまで、 当社製品をフルに使い 
こなしていただくためのトレーニングを実施

アカデミーについて、詳しくは下記をご参照ください。
https://www.rolanddg.com/ja/support/

アカデミーオンラインの開催
アカデミーオンラインでは、ライブ配
信またはアーカイブ動画で製品やソ
フトウェアの操作方法を学んでいた
だくことができます。

セミナーやユーザーイベントの開催
セミナーでは、業界の最新情報をお
届けするだけでなく、ビジネス上の
さまざまなご相談に応じます。ユー
ザー同士の交流イベントでは、成功
事例やビジネスアイデアを共有して
いただくことができます。

製品アプリケーションの紹介
クリエイティブセンターには、当社製
品で作られたアプリケーションサン
プルを多数展示。作品を通じて当社
製品の可能性をご体感いただくとと
もに、ご希望の用途でのイマジネー
ションを膨らませていただくこともで
きます。

最新情報の提供
製品を常にベストな状態でお使いい
ただくため、ソフトウェアやファーム
ウェアのバージョンアップに関する
情報をお届けします。

製品アプリケーションの紹介
クリエイティブセンターには、当社製
品で作られたアプリケーションサン
プルを多数展示。作品を通じて当社
製品の可能性をご体感いただくとと
もに、ご希望の用途でのイマジネー

メンテナンスサービスの提供
製品を末永く安心してお使いいただ
くために、当社独自のサービス・パッ
ケージをご用意。製品を知り尽くし
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製品開発

A.S. 

そうですね。途中で諦めなかったことで、自信を持って製品
を送り出すことができ、お客さまにも喜んでいただていること
につながっていると確信しています。 

R.K. 

もう一つ触れておきたいのは、次世代のチーフを育てられた
ことです。今回、私の右腕となって活躍してくれた人が、今、別
のプロジェクトでチーフを務めてくれています。挑戦を通じて
人が育つのは、当社が誇れる文化ですよね。

K.S. 

　私自身、このプロジェクトで初めてチーフを経験しました。
チーフとして開発を俯瞰して、改めて他部署との連携が製品の
品質を左右することを実感しました。開発のメンバーだけでは
なく、他部署も含めて相互に協力し
合いながら、製品の完成度を高め
ていけるのが当社の強みです。ま
た、今回苦労して一から作成した
ソースコードを、今後は会社の資産
として活用してもらえるということも
嬉しく思っています。 

S.M.

このプロジェクトを通じて、さまざまな部署の方と一緒に仕
事をすることで、当社には「本当にいいものを創りたい」という
熱意を持っている人が集まっていることを再確認できました。
だからこそ議論が過熱し、プロジェクトが進まないこともあるの
ですが、それだけ皆さんが信念を持って働いているということ
ですよね。 

K.S.

私たち開発の人間は、営業部門の社員に比べてお客さまと
直接触れ合う機会は少ないのですが、自分たちが使いたい、ワ
クワクできるという製品を創ることは大事ですよね。それが当
社のパーパスである「世界の創

ワクワク
造をデザインする」につながる

のではないかと感じています。これからもワクワクできる製品
を世の中に届けていきたいです。 

おり、競合製品を圧倒する使いやすさと高性能を両立したモデ
ルになったと自負しています。A.S.さんがおっしゃった「営業が
自信を持って売れる」という声は、開発者にとって、お客さまの
お褒めの声と同じくらい嬉しいですね。 

A.S. 

　コンパクトで初心者にも使いやすいことから、社内でも
「BD-8」の活用が進んでいます。例えば、採用イベントで人事
部門が学生に向けて同機のデモンストレーションを行っている
ほか、社内プロジェクトで社員向けのグッズを製作するのに使
用されています。

E.T.

　近い将来、学生時代に「BD-8」を使ったことが当社に注目
するきっかけになった、という新入社員が現れるかもしれま
せんね。
　製品開発では、全てを実現することは不可能です。しかし、
誰かが納得できないことや疑問を残したまま、便宜的に妥協し
て先に進むという選択肢は、当社にはないと思っています。
「BD-8」の開発においても、さまざまな課題に直面しましたが、
プロジェクトに参画したそれぞれのメンバーがアイデアを出し
尽くして、最適解に近い開発ができたという満足感はあります。 
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中小製造業向け生産現場改善ソリューション
　当社では、製造業が抱える「人手不足」「生産性向上」「品
質管理」「DX化」といった課題解決に向けて、当社の製造部
門が20年以上にわたり改善を重ねてきた「D-Shop」をベー
スに、初めての方でも使いやすい機能に特化したクラウド
サービス「Roland DG Assemble」の提案を開始しました。
「Roland DG Assemble」は、IoT技術により「仕事の標準
化」「製品の自工程保証」「現場の改善」を実現します。組立
現場だけではなく、切削加工、プレス加工、成形加工、基盤
実装など部品加工方法別でのソリューションや追加機能の
拡張を進めています。将来
的には、グローバル対応も
進め、海外遠隔地の生産
現場をつなぐソリュー
ションを目指していきます。

Roland DG Assemble

生産

「デジタルファクトリー構想」への取り組み

　当社では1999年より3D CADデータをはじめとするデ

ジタルデータを開発から製造、品質管理、営業、サービスに

至るまで全社で共有・有効活用することで、多様化するユー

ザーニーズの変化にスピーディーかつ柔軟に対応できる、

強いものづくり企業を目指す「デジタルファクトリー構想」

への取り組みを開始しました。その一環として、製造部門か

ら生み出されたのが、当社独自のセル生産設備「D-Shop

（ディーショップ）」と作業支援ソフトウェア「D-PICS（ディー

ピックス）」です。 

D-Shop

　「D-Shop」は、全機種に共通する組立用生産設備で構

成されており、主にリアルタイムでパソコンのモニターに作

業指示を表示する「デジタルマニュアル（作業指示書）」、ネ

ジなどの部品の選定ミスを防ぐ「回転式部品ラック」、トル

クや回転時間をワイヤレス技術でモニタリングし、指示され

たドライバーを使用することで間違いのない組立作業が行

える「ワイヤレス電動ドライバー」で構成されています。

D-PICS 

　「D-PICS」は作業指示に加え、全ての「D-Shop」から

の作業実績データをリアルタイムでサーバーに蓄積します。

これにより作業の進捗状況を可視化・共有でき、現場運営

への活用が可能です。さらに蓄積データを解析することで、

生産効率や品質の向上、生産リードタイムの短縮といった

効果も得られます。

　そのほか、「多品種変量生産の実現」「生産量の変動への

迅速な対応」「仕掛品在庫の削減」などを可能とし、生産需

要に柔軟に対応します。

人に優しい生産システム 

　「D-Shop」は、注意力・集中力・記憶力といった個人間

で差が出やすい点をデジタル技術で支援することで安心し

て組立作業に集中できる環境を実現。これにより品質や作

業効率が向上するとともに、オペレーターがやりがいを持っ

て業務に取り組めるようになり、モチベーションの向上にも

つながっています。このような取り組みを通じて、お客さま

に信頼される製品づくりに貢献しています。 

デジタルマニュアル回転式部品ラック ワイヤレス電動ドライバー
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サステナビリティ

マテリアリティ

マテリアリティ 中長期的な取り組みテーマ 具体的な取り組み内容

事業

「世界の創
ワクワク
造をデザインする」デジタルソリューションの深化 

ゲームチェンジングなデジタルソリューションの企画・開発を推進
することで、より豊かな社会の創造に貢献する。 

・ イノベーションに貢献するゲームチェンジングなデジタルソリュー
ションの企画・開発の推進 

・ 誰もが気軽にデジタル印刷・ものづくりを楽しむことができる文化
の創造 

・ 顧客のライフタイムバリュー向上に向けたSaaSプラットフォームの
構築

医療支援従事者の業務負荷を軽減するデジタルソリュー
ションの探索

デジタルソリューションの探索により、医療支援従事者の業務負
荷を軽減する。 

・ デジタルデンティストリーの発展による人々の健やかな口腔環境へ
の貢献 

・ 手術器具の保全・管理支援システムの発展による医療事故・院内
感染防止への貢献 

環境
環境負荷を抑制し、循環型経済に対応する環境経営基盤の
整備 

バリューチェーン全体を通じてGHG排出量の削減を推進するとと
もに循環型経済への対応を視野に入れた環境経営の基盤を整備
する。 

・ Scope1、2のGHG排出量の削減 

・ サプライヤーエンゲージメントの推進 

・ 製品の付加価値（生産性）向上による実質的消費電力の低減 

社会 
多様な個人の活躍をイノベーションにつなげる人的資本経
営の推進

グローバルレベルで人的資本の強化を推進するとともに、ダイバー
シティ、人権に配慮した経営を推進する。 

・ 戦略の実行力を高める人的資本の確保・育成 

・ 最適ダイバーシティバランスの実現 

・ 人権方針の策定と人権デューディリジェンスの実施 

ガバナンス 
企業価値の向上とサステナビリティ経営を支えるガバナンス
体制の強化 

中長期的な企業価値の向上のために、株主・投資家をはじめとす
るステークホルダーの立場を踏まえた、透明・公正かつ迅速・果
断な意思決定を行うための仕組みを構築する。

・ コーポレートガバナンスの実効性向上 

・ 取締役会の多様性と実効性の向上、次世代経営陣の育成、サクセッ
ションプランの策定 

・ 全社的リスクマネジメント体制の構築と内部統制の充実  
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コーポレートガバナンス (2025年7月1日現在)

  企業統治の体制の概要および当該体制を採用する理由  
　当社は、経営の健全性、透明性、効率性を重視し、経営環境の急激な変化にも迅速かつ的

確に対応できる経営体制の確立が重要であると考えています。役付執行役員制度、本部・事

業部制を導入し、効率的な業務執行に努めるとともに、柔軟かつ迅速な業務執行を図るた

め、代表取締役 社長執行役員を含む業務執行取締役および執行役員で構成する経営会議

を設置しています。

　なお当社グループは、P3に記載の企業理念を経営の根幹に置き、全ての企業活動の原点

としています。

　また、企業理念に沿った事業活動を行うために下記の通り「行動基準」を定めています。

  会社の機関の内容  
　当社は、監査役制度を採用しています。なお取締役会等の会社の主要な機関の内容は、次

の通りです。

・取締役会

　取締役5人で構成される取締役会は、毎月1回以上開催され、業務執行に関する重要事項

を決定するとともに、取締役の職務の執行を監督しています。

・経営会議

　代表取締役 社長執行役員を含む業務執行取締役、執行役員で構成される経営会議は、原

則として毎月1回開催され、執行役員による経営課題の解決策の検討、業務執行報告を通じ、

執行役員の業務執行を監督しています。

・報酬委員会

　報酬委員会は、社外取締役2人を含む3人の取締役で構成されます。取締役会の諮問機関

として、取締役の報酬に関する手続きの公正性・透明性・客観性を強化し、当社のコーポレー

トガバナンスの充実を図っています。 

・監査役

　監査役は、重要な意思決定の過程および業務執行状況を把握するため、取締役会や経営

会議のほか、社内の重要な会議にも出席し、取締役の職務執行における監督の強化に努め

ているほか、各事業所、子会社への往査等を実施しています。

行動基準
新たな価値の創造
・  常にクリエイティブな探究心を持ち、新たな価値を創造することで人々の生活をより豊かにします。
・  BIGGESTよりもBESTを目指し、健全で持続的な事業発展を通じ企業価値向上に努めます。
・  自由な発想力と独自性を持って新たな分野へチャレンジを続けます。

グローバルなビジネス展開
・  常に新たな機会を求め、世界に向けて事業活動を行います。
・  世界各地域の歴史や文化等多様性を尊重し、共生の思想でビジネスを展開します。
・  世界の人々が暮らしやすい社会を実現するため、地球環境の保全に努めます。

クリーンでオープンな社風の実現
・  一人ひとりが社会的責任を自覚し、法令および社会倫理に則り行動します。
・  一人ひとりが良心に従って公正公平な判断を行い、説明責任を果たすことで信頼を築きます。
・  いきいきと働きやすい企業風土を全員で育てていきます。
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役員一覧

常務執行役員

CBO(Chief Business Officer)

小川 和宏

常務執行役員

CTO(Chief Technology Officer)

尾藤 寿

執行役員

生産本部長

倉田 裕司

執行役員

新市場開拓担当、DP事業部副事業部長

繁野谷 隆文

執行役員

DGSHAPE株式会社 代表取締役社長

外山 順一

執行役員

グローバルセールス＆マーケティング本部長

二村 龍吾
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非財務サマリー

単位 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

社会

従業員数（単体）*1

　男性正社員（一般職・管理職） 人 363 364 374 391

　女性正社員（一般職・管理職） 人 108 120 130 144

男女別の平均勤続年数の差異

　男性正社員（一般職・管理職） 年 15.0 14.9 14.6 15.5

　女性正社員（一般職・管理職） 年 10.9 11.4 11.1 13.9

男女別の新卒・経験者採用数および採用における競争倍率*1

　男性正社員（一般職・管理職） 人 13 21 31 31

　女性正社員（一般職・管理職） 人 6 4 5 11

　男性正社員（一般職・管理職） 倍 15.4 12.1 11.9 11.5

　女性正社員（一般職・管理職） 倍 17.1 12.0 11.6 8.4

女性管理職数・比率*1

　女性管理職数 人 6 6 8 7

　女性管理職比率 % 5.7 6.7 9.1 8.4

障がい者数・雇用率*1

　障がい者数 人 11 12 12 10

　障がい者雇用率 % 2.15 2.28 2.85 2.59

外国人数*1,2 人 10 10 12 12

一般職の平均残業時間 時間 14.3 15.4 16.7 13.3

平均有給休暇取得率 % 67.6 79.5 83.8 83.0

産休・育休復帰率 % 100 100 100 100

男性社員の育休取得率 % 12.5 30.8 50.0 75.0

単位 2021年度 2022年度 2023年度

環境

GHG総排出量　 tCO2 75,538 87,640 110,634

　Scope 1 tCO2 647 674 627

　Scope 2 tCO2 2,467 2,444 2,400

　Scope 3 tCO2 72,424 84,522 107,607

電力使用量（連結） 千kWh 5,741 5,672 5,696

+1 人数は各年12月31日時点
*2 当社（単体）とDGSHAPE株式会社の日本国内の事業所で就労する正社員および派遣社員の合計

ESG関連のイニシアチブへの参画と社外からの評価 
CDP
CDP（Carbon Disclosure Project）は、環境に対する取り組みや影響の情報を開示す
るシステムを運営する国際的な非営利団体であり、その開示情報を基に企業などを世
界共通の尺度で評価しています。当社では、気候変動の分野にエントリーし、毎年の
評価を受けています。2024年は「B」評価を受けました。 

えるぼし
女性活躍推進に関する取り組みの実施状況が優良な企業が受ける「えるぼし」認定で
最高位となる3段階目を取得しました。その評価項目となる「採用」「継続就業」「労働
時間等の働き方」「管理職比率」「多様なキャリアコース」の5項目全てにおいて基準を
満たしています。 
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企業情報サイト

https://www.rolanddg.com/ja

製品情報サイト

https://www.rolanddg.co.jp/

Facebook

https://www.facebook.com/RolandDGJ

YouTube

https://www.youtube.com/user/Rolan
dDGJapan

X

https://x.com/RolandDG_PR

会社情報 (2025年7月1日現在)

商号    ローランド ディー.ジー.株式会社
   Roland DG Corporation 

創業    1981年5月1日 

設立    2024年1月19日 

本社   静岡県浜松市浜名区新都田一丁目1番2号
   TEL:053-484-1200（代）
   FAX:053-484-1227 

代表者    代表取締役 社長執行役員 CEO　田部 耕平 

資本金    10,000,000円 

取引銀行    りそな銀行、三菱UFJ銀行、静岡銀行 

事業内容    コンピュータ周辺機器の製造および販売

会社概要 WEB情報

グループ会社

DGSHAPE株式会社

DGSHAPE DENTAL INDIA 
PRIVATE LIMITED (インド)

Roland DGA Corporation （アメリカ）

Roland DG Brasil Ltd. （ブラジル） 

Roland DG EMEA N.V. （ベルギー）
Roland DG North Europe A/S （デンマーク） 

Roland DG RUS LLC （ロシア）*

Roland DG Deutschland 
GmbH (ドイツ)

UAB DG DIMENSE （リトアニア）

Roland DG (U.K.) Ltd. （イギリス）

Roland Digital Group Iberia, S.L. （スペイン） 
Roland DG Mid Europe S.r.l. 
（イタリア） 

Roland Digital Group
 (Thailand) Ltd. （タイ） Roland DG Australia Pty. Ltd. （オーストラリア）

Roland DG Korea Inc. （韓国） 
Roland DG (China) Corporation （中国）

* ビジネス停止 （2022年3月15日公表済） 

Roland DG France SAS （フランス） 

DGSHAPE株式会社

Roland DGA Corporation （アメリカ）

DGSHAPE株式会社

DGSHAPE DENTAL INDIA 
PRIVATE LIMITED (インド)

Roland DG RUS LLC （ロシア）*

Roland DG Deutschland 
GmbH (ドイツ)

UAB DG DIMENSE （リトアニア）

* ビジネス停止 （2022年3月15日公表済） 

Roland DG (China) Corporation （中国）

* ビジネス停止 （2022年3月15日公表済） DGSHAPE株式会社

Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） Roland DG North Europe A/S （デンマーク） 
Roland DG EMEA N.V. （ベルギー）Roland DG EMEA N.V. （ベルギー）

Roland DGA Corporation （アメリカ）Roland DGA Corporation （アメリカ）Roland DGA Corporation （アメリカ）
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https://www.youtube.com/user/RolandDGJapan
https://www.rolanddg.com/ja
https://www.rolanddg.co.jp/
https://www.facebook.com/RolandDGJ
https://x.com/RolandDG_PR



